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学 会 記 事

第57回新潟大腸舷門病研究会

日 時 平成18年6月24日 (L)

午後3時-6時5分

会 場 新潟グランドホテル

I .一 般 演 題

1 漬癌性大腸炎に 直腸 早期癌を合併 し た 1例
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症例は51辛,女性,平成 12年3月に発症.全
大腸炎型潰癌性大腸炎と診断 され ペンタサ内服
で症状軽快,外来経過観察 されていた.平成 17年
9月にRa,0-Is+Ⅲa病変を認め,高分化腺癌,

深達度 M であった.潰癌性大腸炎に伴う大腸癌

であることから,切除範囲は原則 大腸全橘を考慮

したが,右側大腸の炎症がごく軽度で,主病変以

外に粘膜の隆起所見や dysplasiaの所見が無 く,

患者の希望が強いことから,低位前方切除術+左

半結腸切除術を施行 した.45×28×10mm,0-

Isの腺癌で,高分化腺癌,深達度 mであった,

典型的な HcoliticcancerMの像は示 しておらず,

磯 的な早期癌の像を皇 していた,今後は,残存

大腸の内視鏡的サーベイランスが重要であると考

えている.

2 腸管リンパ管拡張症.蛋白漏出性胃腸症をき

たした空腸潰癌性病変
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症例は 72歳,男性.2005年8 月 29日に下痢,

心 讃 部 痛 , 堰吐が損現し,近医に 入 院.感染性腸

炎 が 疑 わ れ たが改善せず,低A lb 血 症 も進行 し,
原 因 不 明 の 小 腸炎として9月30 1日 L'IT叫に紹 介入

院 し た . 上 部 消化管内視鏡では 十 二指 腸 卜行脚に

白 色 繊 毛 が 散 在 し,腹部CT検 査 で は 卜 月別量か
ら 上 部 小 腸 ま での壁肥厚所見を認めた 腸管 リン

パ管拡 張 症 ,蛋白漏出性胃腸症と診断したが,撹
因 は 不 明 であった.PSL等の内服治療を開始 した

那 , 低 Alb血症,小腸壁肥厚が持続するため,ll
月 ま 日経【汗晦ダブルバルーン内視鏡 (DBE)杏

施行. L都小腸に汚い自苔が付着する輪状漕壕が

多発しており,腸結枝を疑った,病理組織 L,肉

芽腫は認めず,結種菌PCRも陰性であったが,脂

結核が否定できないため,11月まま目から抗結核

剤内服を開始 して退院 した.抗結核剤は6ケ月で

中止 したが,症状 ･検査所見とも改善した.上部

小腸の観察にDBEが有用であった貴重な症例で

あり,報告する.

3 腸閉塞で発症 し診断に苦慮 した右半結腸主

体.偽膜性腸炎の 1例
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